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AGM(年 総 会 )へ 東 京 プ ラ ンチか らの提 案

RSCDSの 運営組織と会員制度の改革案 (プ ランチレターNO.52掲 載)について、
ECと してOption l(東京プランチもこの案に一票を投じました。)を AGMに 提案する
ことになり、Option lでのSubscriptionは 15ポ ンドと提案しています。

東京プランチでは、運営委員会で検討の結果、 8月 28日付で、年会費を段階的に値上

げするというAmendment(意 見)を AGMへ 提案しました。
これに対して、 9月 12日 夜、HQ(本 部)Elspeth Gray(Secretary/Administrator)
からFAXで 、①数年に亘る値上げの提案は不適当である。②AGMは 最高執行機関であ
り、毎年の会費について決定する権利がある。今年東京プランチの意見が受け入れられた

としても、ACMは 次年度にこの決定に縛られないと決めることができる。と伝えてきま
した。併せて、東京プランチと同じ内容のAmendmentが Leicester Branchか ら提案され

ているので、もし希望するならば、 Leicester Branchと 東京プランチからの共同提案を

することができるという連絡がありました。

9月 16日 、臨時の運営委員会を開催して、 Leicester Branchの 年 10ポ ンドにする

というProposalに Jointす ることにし、その旨を連絡することといたしました。

経費削減の提言

また、東京プランチでは、Amendmentに 、次の経費削減の提言を添付しました。

a.資料の紙質やサイズを元に戻す (Book 39ま でのように)。

b.全ての資料を全員に送る必要はない。
c.資料 (Bulletin、 Bookな ど)配付はプランチが行ない、配布費用はプランチで負担

する。

d.Exaninerの 派遣時の航空運賃は主催プランチが負担する。

e.テ ィーチャTの資格を持つ人は、その資格を維持し活動を続けるために、毎年又は
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2年に 1回 =定
の額を登録料として本部に納める。

これに対し同じFAXに (経費削減の)提案は適当な委員会に提案するのが一番いい。自

分の方かませ、回答をお伝えすることを約束します。できるだけ早く東京プランチの返事

を知らせてください。」と連絡してきましたので、 9月 16日 の運営委員会で検討の結果、

委員会に提案するために必要手続きをElspeth Grayに お願いすることにしました。

東 海 プ ラ ンチ につ いて 一― その後― ―

東京プランチは、日本で最初のRSCDSプ ランチとして、RSCDSの 精神にのっと

り、我が国におけるスコティッシュカントリーダンスの普及に大きな貢献をしてきました。

東京プランチでは、東海プランチの創立に際して、決められたエリア内で活動すること

を条件に同意しました。

東京プランチは、プランチは相互に友好関係と信頼関係を維持し、紳士協定を守り、基

本的にエリア内で活動するとともに、相互のプランチに有益と考えられる活動 (例えば、

資格試験に関する事業等)についてはお互いに協力しながら実施することが必要であると

考えています。

今回、東海プランチが東京プランチのエリア内でプランチクラスを実施しましたが、東

京プランチには一切連絡がありませんでしたし、東京都内に二つのプランチが存在して活

動しているような錯覚をメンパーに与え、東京プランチの維持・活動にも悪影響を及ぼす

恐れがあることから容認することができないと判断し、プランチレター52号 と手紙で会員

のみなさまにお知らせするとともに、東海プランチと、本部にもその旨を連絡しました。

東京プランチから、 9月 7日、本部GP委員会 HR.Alan Hairあ てに送った手紙には、

・  東京プランチは、プランチ・ クラスは、公的なものと考えていること。
・  東京プランチのエリアは関東地方 (東京及び千葉、神奈川、茨城、群馬、栃木の各県)
であり、東海プランチのエリアは、静岡、二重、愛知であること。東海プランチのエリ

アは、新しいプランチを作りたい人達の長い議論の末に決まったものであること。

・  プランチが活動している中心地で、他のプランチのレギュラー 0ク ラスを開くのは公

明正大ではないこと。等の内容です。

その後、東京プランチは、東海プランチあてに再び抗議の手紙を出すとともに、必要が

あれば、東海プランチの代表者との話し合いを申し入れることも検討しています。
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9月 16日 に開催されたプランチ運営委員会では、再度、本部に、エ リアとプランチ・

クラス等についての本部の考え方を確認 したい旨、手紙を送ることとしています。

ナ7-ズター″ rS r.И ″グ′θ″
´
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MUSICIANSコ ースに参加 して

小谷野 千枝子 (ヒ ースル)

2年前に、プランチ ミュージッククラスに参加できたことが、私にとって 45年ぶりの

ヴァイオ リン演奏の再スター トにつなが りました。何よりも、まず、松橋さんをはじめ、

その当時のスタッフに心より御礼を申し上げなくてはなりません。

今年は、WEEK3に はダンスクラスを、また、WEEK4に はMUSICIANSコ

ースにそれぞれ参加 しましたが、ここでは、後者の体験について述べたいと思います。

RSCDS主 催の、第 2回 目のMUSICIANSコ ースは、サマニスクールのダンス

クラスと並行 して、第 4週 (8月 5日 ～ 12日 )に もうけられました。費用は、 UNIV

ERSITY HALLに 7泊で 305ポ ンド (NEW HALL409ポ ンド)、 今回

のこのコースのディレクターは、MAUREEN RUTHERFORDさ んで した。

コースに先立ち、 5月 に 100曲 近い楽譜 (それも手書 き)の コピーが届けられたので、

2週間ほどかけて しっかり、 しかも楽 しく準備 しました。 このMAUREENさ んは、若

くて、魅力的なすばらしいフィ ドラーで、さらにスクールのピアニス トです。去年、スク

ールで演奏を聞いていましたが、今回、はじめてお顔 とお名前が一致 しました。

コース開始の前夜、昨夏、私にスペシャルレッスンをして下さった IAN FRASE

R氏 と再会できました。ご一緒 していた小海さんとともに 3人で合奏する機会に恵まれ、

時間を忘れ、深夜まで楽 しみました。

コースの定員は 16名 (申 し込まれる方はお早目に)。 今回の参加者の内訳は、アコー

ディオン 8名、フィ ドル 5名 (ス クール ミュージシャンの SHEEAさ んも参加)、 ビア

ノ 2名、フルー ト1名。国別に見ますと、 ドイツ、オランダ各 1名、日本 2名、これらの

ほかはほとんどU.K.の 人々だったようです。

DAVID CUNNINHAM氏 がアコーディォン、 lAN FRASER氏 がフィ

ドル、また、MAUREENさ んがピアノをおのおの指導されました。連日、朝から深夜

まで、個人、グループ (フ ィ ドル、他の楽器の 2グループ)の合同レッスンが行われまし

たが、私の個人 レッスンでは、主として弓の使い方、装飾音符のつけ方、 リールの弾き方
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(応用編)な どについて学びました。 lANさ んが、ご自分のノートを破って私のために

楽譜を書いて下さったのが (サ イン入り)何 とも印象的でした。スコティシュミュージッ

クの場合、譜面にまったく書かれていないものを弾くのですから、たいへん難しいのです。

フィドルのグループレッスンでは、スコティシュ用の弓使いの練習曲で、速い弾き方を

全員で習ったり、ストラスペイ32barsの 感情移入のし方などを学んだりして、数曲

を弾きました。合同レッスンでは、毎朝、新しい楽譜が配られ、初見でさっと一回合奏し

て終了するというものでしたから、私は、ただただ参加者のレヴェルの高さに驚くばかり

でした (譜面を追えない危うい人たちは、別室で練習したり、隣室で合奏に加わるなど、

心得ていて、そのマナーのよさには感心させられました)。

スクールでは、毎晩、ダンシング (パ ーティ)が催され、金曜日にはケイリーがありま

す。水曜日に、木、金、土の各曜日の演奏曲の楽譜が 50～ 60枚ほど配られましたので、

曲のリピー トをどのようにするか、打合せをしてのち、初見で 4タ イムズと2bars合

奏して終了。聞いたことのない曲のメロディーを弾くフィドルの私は、必死で、譜面から

目を離せませんでした。演奏に入る前、隣のフィドラーが、 (全員こけるから、だいじょ

うぶ !こ れだけアコもいるしね)と 、私に大笑いさせたり、また、本番中には、MAUR

EENさ んの 《CHIEKOの すばらしい音が聞こえる》というメッセージが、人伝に私
の耳に入るなど、大感激。疲れはいっきに頑張りの意思へと変わりました。奏者は、アル

バムを見たり、楽しい会話をしたりして、長丁場の演奏をこなしたのですが、すっかり気

に入りました。

ラストの曲、ポルカ (DEIL AMANG THE TAILORS)と 蛍の光 (A

ULD LANG SYNE)は 、楽譜なしで、いきなりSHEENAさ んが弾き始めた
ので、私もすぐに心踊らせて合わせました。怠け者で練習嫌いの私に、神は、 “耳で弾け
る'お恵みを下さっています。

教育実習で、クラスの伴奏のチャンスが 2回ありましたが、事前に見学を申し出ました

(フ ィドル仲間全員、演奏しなかった !)。 勇気、自信は能力のうち。

SHEENAさ んにコースの開催目的をお聞きしたところ (日 本で、スクールのミュー

ジシヤンを育てるためと聞いていたので)、 《コースに参加した人々が、クラスに戻って

演奏するのを、 “ENCOURAGE'》 と、感動的な回答を下さいましたが、このすて

きなことばは私の心に深く刻まれました。

今回、音楽演奏を通 じて、実力も心も豊かな仲間に出会えたと実感 します。ティーチャ

ーズ、ミュージシャンズ、ダンサーズのすべてが、いつもあたたかい心でそれぞれのミス

を支え合えた時こそ、みな、RSCDSの ファミリーになれると信じ、ベンをおきます。
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初めてのサマースクール (St.Andrew´s)

荒井 慶子
スコティッシュカントリーダンスと出会って 8年。 3e4年 前から是非行 ってみたいと

思いなが らも叶わず、やっと行ける見通 しがたったのが昨年末のこと。いろいろな話を聞

いても実感のわかぬまま、「毎年 この時期になると、吸い寄せ られるようにSt.Andrew´ s

(サ マースクール)に行 くのよ」 という言葉に期待をふくらませていた。

7月 21日 、総勢24名 が修学旅行気分で成田を発つ。 8時間の時差もあって、同日夕方い

よいよスコットラン ドに到る。宿舎 (ニ ューホール)へ向かう車窓か らの景色を眺めなが

ら念願のスコットランドに来ることが出来た喜びに浸る。限りなく続 く緑の車原、遠 くに

見える城、湾のかけ橋Forth Bridge、 家を彩る花 ・々 。・ 。宿舎に到着 してからも、逸る

気持ちはどうにも押さえ切れず、 1～ 2時間おきに部屋の小さな窓か ら外を眺め、夜明け

を迎えた。昇る朝日を浴びてキラキラと輝 く夜露に濡れた木々や草花 と、広い敷地内に点

在するオ レンジ色の灯 りに彩 られた夜明けの風景の美 しかったこと。・・ 。

22日 、明日からのスクールに備え、urs.篤子クレメントの案内で各会場の確認を兼ねて

市内観光。午後にはスクールの受付を済ませ、初めての参加者用の☆マークのついた名札

を頂 く。

23日 、 いよいよスター ト。 1日興目 (9:30～ 10145)は 、TEACHERに Alice Ⅱurphy、 HUSICI

ANに Haureen Rutherfordを 迎えてのカントリーダンスのクラスに参加。日本人 5名を含む

30名 程の生徒の国籍は実にさまざまなが ら、ダンスを通 じて心は一つに。とても楽 しく素

晴 らしいクラスで した。 2限 目(11:30～ 12:30)は レディースステップのクラスに参加。

TEACⅡ ER はAtsuko Clement、  HUSICIANは Haureen Rutherford。  」LOむは 184乙  (夕 Eヽヨ A5名 ) 。

曲名はA Garland of leather。 私の大好きなダンスです。 レッスン初 日から全員でデモを

するという一つの目標に向かい、毎日練習に励み、本番に臨むことができました。

そしてもう一つ。私にとって晴天の露墨、夜のパーティー会場でHiss Hartinよ リデモ

のお話を頂いたのです !あ まりにも突然の出来事だったので、言葉がうまく出ずに、篤子

さんに「 どうするの ?」 と促されて初めて返事をしたように記憶 しています。

24日 、いよいよ今日からクラスレッスンの他に、 2時から1時間程のデモの練習 (当 日

を含む 3日 間)がスター ト。曲名はAULD LANG SYNE(S)と CIARIER(J)。 Hiss lartinが 一

人一人を紹介 し、パー トナーを決めて下さり、ウォークスルー、とここまでが 5、 6分足

らずのあっという間の出来事。その後、素晴 らしいピアノに合わせて踊り、注意箇所の指

摘を受け、確認 し、また繰 り返 し踊る。時間の経過がとても早 く感 じました。

しかし連 日とても緊張 していたはずなのに、初めて出会った外国の方々と、ビアノと共

-5-



に踊 り始めると、自然 と笑みがこばれ、旧知の間柄のような信頼感・ 00。 でも不思議な

事はないのですね。チームの方々とパー トナーに支えて頂 き、言葉は交わさなくても微笑

みを交わし、手を取 り合い、素晴 らしい音楽に合わせて踊る・・ 。これぞスコティッシュ

スピリッツ !

当日のヤンガーホールでは予想以上の緊張 (そ もそも人一倍あがり性である)で、手は

震え、日は渇き、どうなってしまうのだろうと思いましたが、 ピアノの音と共に心 も体 も

軽やかに感 じられ、それまでの緊張がうそのように、伸々と踊ったように思います。

私にとつてこのような素晴 らしい機会と経験を与えて下さったLesley Hartinと Atsuko

Clementに心か ら感謝 します。チーム、クラスメイ トの皆さん、本当にありがとう。是非

また来年 もお会いしたいですね、その時期になったら吸い寄せ られるように・ 00。

年々充実するサマ 0ス クールと、Eusic Col■ rseに拍手

松橋 願子
今年のSt.Andrewsの サマ・ スクールには、日本から (東京、東海、埼玉プランチメンバ

ーの他にアフィリエイテッドグループのツァーも含めて)80人近いメンパーが訪れた。観

光とダンス、サマ 0ス クールと観光、サマ・ スクールのみ、Teacher´ s training Course

に、Husic Courseに、Teaching Skin Courseに、と参加した内容は人それぞれだが、ど

の人も皆充分に「 Scotland」 を楽しんだと思う。

私自身、スクールの整理をし終えてみると、……ここ数年、参加者に提出を求めている

スクールの評価表 (ス クール全般と各クラスについてと二通り)に依って、サマ 0ス クー

ル実行委員会で反省や検討がなされ、前向きな意見を参考に、実行出来るものを取り入れ

て、プログラムが組み立てられ、今夏のサマ 0ス クールは特別、著しく充実していたなあ

と感じたのだ。

Classは 、第 1セ ッション9.30～ 10.45、 tea tineを はさんで第 2セ ッション11.30～

12.30(第 2セ ッションは、そのままCountry Danceの 人と、日en´ s Ⅱighland Dance、

Ladies Step Danceに 分れる)で、昼食となるから、一週間参加すれば評価表は 3枚、 2

週間参加すれば、全体については 1枚としても、クラスについては4枚で計 5枚 は書くこ

とになる。 (回収率は何%か私は知らない。)

サマ・ スクールのクラスは各自の能力別に

自己申告で、
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第 1セ ッション (9.30～ 10.45) ●                   ,

A のIntroductory か ら

Bl B2 1ntermediate(2ク ラス)
Cl C2 Advanced  (2ク ラス)

Dl D2 Very Advanced(2ク ラス)(Prelininaryを含む)
E     Very Advancedと Full teacher certifecateを 持っているSeniorの クラス

Fl F2 Fully Certifecated(2ク ラス)
の 1 0 Classに分けられ、Sto Andre■ sの街の 10ヶ 所のホールで行われる。

第 2セ ッション (11.30～ 12.30)は 、

A、 B、 Cは そのまま、 Dl D2は 合同、 Eと Fl F2が 合同、
そのうち、 D、 E、 Fか らhdies Step Danceに 2ク ラス、

Hen´ s lighlandに 2ク ラス  計 12ク ラスに分かれて、 12会場で行われ、
teacherと 音楽担当者もそれぞれ替わる。 (teacherと 菫usicianの 層の厚さを実感 )

午前のセッションは、その他に

O  Teacher s tra■ nlng Course 2週 間

O  Ius■ c Course  l週 間

O  Teaching Skill Course   l週 間

が行われているのだ。

各クラスの会場の遠近の均等な配分、担当教師と音楽担当の組み合わせ等、午前中のク

ラスの事だけでも大変であろうと思うのに、更に、午後 2130～ 4:00に は

A、  B Class only a)ThrOugh of Social Dancing

Cl、  C2 Class onlyの Technique Analiysisの correctionが 土曜日を除く5日 ran行

われた。

又、午後4:30～ 5:30に は

O  Verry Advance technique

―very high level of performance

O  Intro Ladies Step Dance

O  Intro Hen s Eighland

O  Quadrilles                O  uusic Talk

O  Ballr00m Social Dancing

O  Talk choreography

が毎 日一つずつ行われ 金曜 日には は じめての
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O Dancing Proficiency Test、  そして土曜日には すっかり名物になった

O Dancing in the Streetが ある。 そして、
又、偶数 Teekの水曜日は、Training Courseの  ▼riting test、 木、金と Dancing、
teachingの testが行われる。

更に事務局は、午前 9時～10時、 2時～ 5時に開かれ、スクールShopは毎日 2時～4.30

に開設されて、事務局員と手のあいているteacher達が交替でshopの係をするのである。

以前は、それに加えて午前、午後のお茶の準備 (ユニバーシティーホールのみ)と サーヴ

ィスがあったが、一昨年からtea Hachineが設置されて、わずかではあるが手間がはぶか

れた。

数年前のスクールは、午後のオプショナル・ プログラムは午後4.30～ 5。 30だけだったが、

2.30～ 4.00の A、 B only Social Dance programの re cupが加わり、更に、今年は Cl、

C2onlyの Technique Analysisの correctionが 増えた。 又、
Dancing Proficiency Testは 、今回はじめての試み。

Ree1 3、 Jig 3、 Strathspey 3の 9曲  課題曲が定められ、その中に在る1 4 Formation
のうち、Examinerに 言われたものを取り出してデモンストレーションに、 16小節を練習

する技術 (方法)の デモンストレーション、又、Stepについても、前進、後退、方向を替

える時の足の運び、踏み替えのテクニック等 24項 目に亘ってチェックする、大変高度
な内容が盛り込まれ、このTestをやってみようと思うなら、例え Social Danceの 場とい

えども決して気を抜かず、いつでも、どこでも自分のStepや踊りに対して注意を払ってい

なければ受けられない。・:… と云うことがわかる。

以上の様なプログラムも加わってRo S.C.D.S.の高名な teacher達 は殆ど休息する時間な

し。 (他にSocial Danceの MCも しなければならない)
そして、更に、今回のスクールで特筆するべきことは・Iusic Course'の 成果ではない

だろうか。 (詳 しくは、小谷野さんのリポートをどうぞ)

ピァニスト、フィドラー、アコーディオニスト (一番多いように見受けられた)、 フルー

ティスト、で 22名はいたと思う。 (東京プランチから小谷野さんと小海さんが参加され
ていた)

7eek 4の 木曜日、Co■mon Roo■ でのソーシャルダンスのプログラム全曲をHusic Course

のメンバーが弾いて、ヤンガーホールのticketを 手に出来なかった人達がCommon R∞mで

踊ったのだ。

「 Fiddle&Accordion Orchestra」 と云いたい位 見事なアンサンブルで、リズム、テン

ポもしっかりと演奏して、勉強の成果を見せて下さった。その夜を練習台として、サマ・
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スクール最後の土曜日の夜、ヤンガーホールでのソーシャルダンスのプログラムをHusic

Courseの 皆さんが演奏して、踊る人も演奏する人も一体となり、サマ ●スクールに参加し

た歓びを満喫した。そこには、他に頼んで演奏して貫っているBandの音とは違う何か…。

同じメンパーで、ダンサーで一、が音を作っていると云う不思議な安心感、親近感があっ

たのではないか……と思う。 (私は木曜日の夜にそれを実感した。)だから、lusic

Courseが毎年行われ、発展して、Su■mer schoolの 時だけRo So C.D.S.の Orchestraが出来

て、Courseの 最終日に必らず演奏して、皆で踊ってスクール終了……と、云う事が恒例と

なりますように願って止まない。

音楽をする人が音を楽しみ 自分の為にだけでなく踊る仲間に自分の力を提供して喜ば
れるのを歓ぶ演奏ほど素晴らしいものはないと私は思う。踊る人は勿論、演奏してくれる

人に感謝 し、その音を楽しみ踊るのだから両方の一体感が生れて、その場は “幸福'以外

の何ものでもない。

-1976年 はじめてスクールに参加してから今回で 19回目の参加でした。 25年を経
て 80名 もの日本人がScotlandを 訪れるのは夢のようでもあり、当然…という気もして、

感無量です。一

東京プランチのご支援・ ご協力に感謝 して

埼玉プランチの設立にもぃては、既に東京プランチの「 レター」や「会報」等を通じて

ご理解頂いていると思いますが、正式に本部の承認を得た現在、改めて経過の概略とその

意図するところをご報告させていただきます。

2000年 6月  埼玉県内のSCDグ ループ有志を中心に、発起人会を結成し「埼玉プラン
チ」設立に向けた活動を開始しました。

これは、地域に密着をしたプランチ活動を展開することを主目的にし、 SCD愛 好サーク
ル・ 会員の数も多く、又 ソサエティの公認資格者も増えた事により、設立のための条件
の整った埼玉がまずは先鞭をつけ、将来的には日本各地にプランチが設立されることを願

ってのことでした。

2001年 3月 には設立総会と記念のパーティーを開催するところまで漕ぎつけ、同 5月 には
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RSCDS本 部の正式承認を得ることが出来ました。

この間…発起人会結成時から現在に至るまで…東京プランチの終始変わらぬご理解 0

ご協力に、埼玉 プランチを代表 して厚 く御礼申し上げます。

特にプランチ役員の方々には色々な場面でご指導・ ご支援を頂き、大変お世話になりまし

た。 この場を借 りて重ねて御礼申し上げます。

9月 22日 (土)に は正式承認を記念 したパーティーを開催 しましたところ、東京プランチ

の会員の方々も多数参加 して頂き大変楽 しい会になりました。

近藤チェアマンからは温かい励ましのお言葉を頂 くと共に、東京プランチか ら多額のお祝

い金を頂戴致 しました。

大変有難 うございました。今後の活動の中で有効に使わせて頂きます。

東京 と埼玉 地理的にも隣接 しており、メンバーの多 くは両方の会員でもありますので、

時には合同の行事 も企画する等お互いに協力 して友好的関係をさらに深めて行きたいと思

います。どうぞこれか らもよろしくお願い致 します。

RSCDS 埼玉プランチ

チ ェ ア マ ン 渡辺 正昭

論畿轟華 ポス トン地区のカントリーダンス
ーースコティシ&イ ングリッシダンス講習会一―

パインウッズキャンプ 7月 2～ 6日 ,2001
池間 博之

右の PRの ようにスコティシ・ イングリッシ

ダンス、 4泊講習が18年前から開かれています。

主催者はRSCDS協 会ボス トンプランチと米

国カントリーダンス協会ボス トンセンターです。

この行事がきっかけで米国東部各州でスコテ

ィシとイングリッシダンス愛好家による、パー

ティ、ワークショップ、合宿が開かれるように

なってきました。今回参加することができきて
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今後のプランチ活動にも参考になると感じましたので概要を紹介いたします。

1.何故スコティシとイングリッシダンスの合同行事が行なわれるのですか

ボストン地区は伝統的にスコティッシ・ イングリッシダンスが盛んで別々の組織で活動

してきましたがカントリーダンスについては双方のパーティ、合宿に集まるかなりの顔ぶ

れが共通、また指導者にもスコティシとイングリッシを専門に教える人が多いこともあっ

て両組織が合同の事業として企画運営されて今日に至っています。もともとカントリーダ

ンスの歴史構造が同一なので愛好者にとって容易に双方がいっしょに楽しめるようになっ

ています。

2.プログラムはどのようにすすめられますか

・ スコティシは ハイランド、女子ステップ、ケイリー、カントリーダンス (初、上級)
・ イングリッシはモリス、ソード、クロッグ、コロニー、カントリーダンス (初、上級)

特別プロは夕刻、メイポール、パラソルパレード、マッドテイパーティなど

夜 8時から11時 までパーティは大ホールで初日の歓迎パーティ、フォークティル、米国

独立記念舞踏会、タックザハイロー ドと続きます。全員参加のカントリーダンスとデモ

歓迎パーティのプログラム  (どれがスコティシで何曲踊れますか)

Indian Prince  サークル ミクサー Handel with Care    2C.set.

Hulbury Garden    L.7. duple ninor      Fast Packet     I.7. hornpipe

Easter Thursday     ″   ″   ″

Long Pond Reel    R-32-3C.

Ⅱousemouse    J-32-3C.

Pine■ ood T■ o―Step  H-2C round the

休憩  デモンス トレーション他
この後11時 30分より会場を移 して `ア フターパーティ"が延々深夜まで続 きます。

3.会費はいくらですか、申し込み方法は

会費は 4泊 5日 (実質活動は 3日 半)U S 265ド ルー約 32,000円 一毎年 1月 に日程が発

表 され 3月 から先着順 (120名 )に受付が始まり予約金50ドル、定員に達すると待機 リス

トに載ります。一過去に男女別、遠距離者、参加回数など考慮 したことがあるがいずれも

問題があって現状で固定―また、Come and Stav Longer!の見出しで

6月 29～ 7月 4日  米独立記念イングリッシD。 (米 コントラ、スクュエア カントリー)

7月 4～ 9日  スコティシ・ イングリッシD.

7月 9～ 13日  スコティシD.第 1期   7月 13～ 17日  スコテイシD.第 Ⅱ期
この期間連続参加者のために同一キャビンに滞在できるよう便宜が計 られます。また、

Sally in our Alley   I.7. duple minor

Water of Fleet    J-32-4C.

Kildrumm, CaStle    S-64-4C.

2oom  High Desert CoS.T.    R-32-3C.

Waltz
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スコティシは参加者が多 く2回に増やしたがそれでも締切 りが早 く断 られる人が多い。

4.パ インウッズキャンプ場についてお知 らせ ください

ボス トンの東約 100キ ロ、プリモスに隣接 (メ イフラワー号でイギ リス人が1620年到着 )

した松林、24エ ーカー、ロング池、ラウンド池と呼ぶ 2つ の湖の間の小高い丘に点在する

50棟 余 りのロッヂ、キャビン……これらの建物は ペ トロネラ、 レス ト&ビーサンクフル、

シハ リオンなどダンス名がつき、大ホールはC#(シ ーシャープ、英国ダンス協会創立者

セシル シャープの意)と 呼ばれ ミリガン女史 も滞在指導 しています。キャンプ場は1930

年代に開設され、その後、イングリッシ協会とボス トンプランチの開設があって他舞踊団

体 と協力 して年間利用 日数が増加、ボス トン フォークアー トセンター結成以来、キャン

プは法人組織として会員、団体が年間を通 して効率的に利用されています。

5。 その他 講師陣は英本国と国内から6名 (イ ングリッシ・ スコティシ各 3名 )音楽陣

も6名 (ピ アノ、コンサチーナ、 フルー ト、ハープシヨー ド、フィ ドル、クラリネット、

うち 2名、エルケとテ リーは訪日演奏)、 最終日の昼食後サイレントオークションがあり、

寄贈品が入札され高額入札者はキャンプ基金に納入 します。ス トアには資料、 CD、 テー

プ、図書、マーク入 りのパ ッグや土産品が並びます。 TV、 電話なしの不便は初めか ら特

典 と受けとり、日常の炊事、洗濯、育児教育から完全に離れてダンスに打ちこめる喜びを

堪能 します。 会員の皆様で海外サマースクール候補地 としてボス トンのスコティシ&イ

ングリッシダンスはいかがで しょうか。その他にニューヨーク、モントリオ∵ル、オタヮ、

トロント、ナイアガラ、シカゴを加えて計画 してください。

東京プランチ新春パーティ (仮称)の予告
2002. 1. 5。 (土)PM

牛込箪笥 (う しごめたんす)区民ホール

JR(中 央線・ 総武線)飯田橋駅下車、

営団地下鉄 (有楽町線、南北線)飯田橋駅下車、

営団地下鉄 (東西線)神楽坂 (か ぐらざか)駅下車、

都営地下鉄 (大江戸線)牛込神楽坂 (う しごめか ぐらざか)駅下車

東京プランチ合宿研修会の予告

日 時 =2002_2. 10(日 )Ⅲ ll(月 、視)詳 細は次号に掲載 します。

時

場

通

日

会

一父
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RSCDS(本 部 )へ の寄付 について (予告) :

プランチ総会において賛成が得られ、また、寄付の金額を多くするための提案があ

ったので、それを実現するために、プランチ新春パーティ (仮称)、 プランチ合宿等

で寄付を募集する予定です。行事終了後にとりまとめて、本部あてに寄付 (Gift and

Donation)を 送りたいと考えております。その節には、ご協力をお願いします。

プ ラ ンチ クラ スの お知 らせ

◎レディース・ ステップ・ ダンスが、クラス2-イ ンターミディエートに移りました。

レディース・ ステップ・ ダンスは、クラス1(ア ドヴァンス)が始まる前に行なっ

ていましたが、クラス 2に移り、新たにスタートしました。月に 1回、主に第 2土曜

日。参加費は、クラス 1の時と同様、 300円 です。

◎プランチ・ クラス (ク ラス 1-ア ドバンス、クラス2-イ ンターミディエート、クラス

3-ビギナーズ)は、前回お知らせのとおり、エリア内の会員及びSCDサ ークルに

お送りしています。エリア外の会員でお知らせを希望の方はセクレタリまでご連絡く

ださい。

なお、プランチクラスの会場の確保は、グループの協力をいただいておりますので、

会場には絶対に問い合わせをしないでください。不明の点は、前日までにセクレタリ

までお問い合わせください。

初の試みとして、E―mailで 44名の会員に送りました。

2001年 度 会報 18号 訂正
次のよ うに追加訂正させていただきます。

p.27 RSCDS資 格所有者 (Prelininary Test合格)へ追加

山田 とし子  2001.8 St.Andrews
p.34  Scottish Country Dance Croups in Japan-2001

No.48ス コティッシュ・ ブルーベル 0ク ラブ東海  住所 常磐町→常盤町

2001年度 RSCDS東 京プランチ会員名簿

p.39 No。 37  市川 洋子   工善寺→王禅寺
p.40 No。 81  小倉 羊之輔  倉を入れる

p.44 No.217  高瀬 みち子  植野町→上植野町
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p.48  壻託つ負      Atsuko Clement  Queentberry ‐ Queё nsberry

p_48(新入会員)佐藤 治子 950-0993 新潟市上所中 3-4-19 Tel:025285-1801

◎東京スコティッシュ・ カントリーダンス ミュージッククラブ
日 時 1 9月 28日 (金) PMl100～ 5100

会 場

講 師

由 名

武蔵野市民文化会館 (第 3練習室 )

中央線 三鷹駅下車 徒歩 13分

服部 雅好氏
The Nut(Jig),Byron Strathspey(Strathspey),The Triumph(Reel)

次回  12月 7日 (金)PMl100～ 5100

武蔵野市民文化会館 (第 1練習室 )

問合わせ 連絡先  喜多 員由美 TEL.FI1 03-3790-3836
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次回は、 12月 中旬発行の予定。


